
　
消
費
税
増
税
法

案
が
6
月
26
日
衆

議
院
本
会
議
で
可

決
さ
れ
た
。
民
主

党
か
ら
の
反
対
票

は
57
票
、
欠
席
・

棄
権
を
合
わ
せ
る
と
70
人
以
上

の
造
反
者
が
出
た
と
い
う
。
衆

院
特
別
委
で
の
趣
旨
説
明
な
ど

を
入
れ
た
全
体
の
審
査
時
間
は

1
2
9
時
間
で
衆
院
の
委
員

会
で
は
戦
後
2
番
目
の
長
さ

だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
報
道

さ
れ
る
の
は
政
局
ば
か
り
で
、

肝
心
の
政
策
の
議
論
は
ほ
と
ん

ど
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
財
政
難

の
解
決
法
と
し
て
消
費
税
が
本

当
に
必
要
な
の
か
、
ま
た
最
善

の
選
択
な
の
か
の
議
論
で
は
な

く
、
ま
ず
消
費
税
増
税
あ
り
き

だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
通
常

だ
と
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
限
り
参
院
で
も
可
決
さ
れ

る
が
、
反
対
運
動
も
盛
り
上

が
っ
て
お
り
、
政
局
が
ら
み
で

は
阻
止
で
き
る
可
能
性
も
あ

る
。
保
団
連
と
協
調
し
て
反
対

運
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
れ
と
と
も
に
消
費
税
に
対

す
る
現
実
的
な
対
応
と
し
て
、

損
税
の
解
消
が
必
要
で
あ
る
。

　

当
協
会
が
2
0
0
6
年
に

行
っ
た
調
査
で
は
、
診
療
所
は

1
件
あ
た
り
の
損
税
が
年
額
約

80
万
円
、
病
院
で
は
約
7
4
0

万
円
だ
っ
た
。
現
在
様
々
な
団

体
か
ら
損
税
の
統
計
が
出
て
い

る
が
、
計
算
方
法
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
当
協
会
の
調
査
で
は

診
療
報
酬
に
は
1
・
53
％
が
付

加
さ
れ
て
い
る
前
提
で
計
算
し

て
い
る
が
、
他
団
体
の
統
計
で

は
こ
の
1
・
53
％
は
既
に
全
て

失
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
医
療

機
関
が
払
う
消
費
税
は
全
て
損

税
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
よ

う
だ
。こ
の
場
合
、損
税
は
当
協

会
の
数
字
よ
り
か
な
り
大
き
い

数
字
に
な
る
。し
か
し
、薬
価
に

つ
い
て
は
明
確
に
消
費
税
が
含

ま
れ
て
い
る
。
薬
剤
費
は
国
民

医
療
費
の
約
5
分
の
1
な
の
で
、

5
％
の
5
分
の
1
で
あ
る
1
％

は
診
療
報
酬
全
体
と
し
て
付
加

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
数
字
は
過
大
な
計
算
だ
ろ
う
。

　
損
税
の
解
消
方
法
と
し
て
当

協
会
は
か
ね
て
よ
り
ゼ
ロ
税
率

を
要
求
し
て
き
た
。
ゼ
ロ
税
率

の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
い
ろ
い

ろ
難
し
い
問
題
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
ず
支
払
っ
た
消
費
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
経
理
作

業
が
繁
雑
に
な
る
。
ま
た
、
そ

れ
だ
け
の
経
理
処
理
が
可
能
な

ら
ば
と
租
税
特
措
法
26
条
の
廃

止
が
再
び
俎
上
に
乗
り
か
ね
な

い
。
ほ
と
ん
ど
全
て
の
医
療
機

関
が
課
税
業
者
と
な
る
た
め
、

消
費
税
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。
現
在
の
保
険
診
療

に
対
す
る
非
課
税
の
精
神
を
生

か
し
な
が
ら
、
損
税
を
解
消
す

る
た
め
の
唯
一
の
方
法
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
国
会
答
弁
で
財
務
大
臣
は
ゼ

ロ
税
率
を
考
え
て
い
な
い
と
明

言
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ゼ
ロ
税

率
は
粘
り
強
く
要
求
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
今
年
度
6
年
ぶ

り
に
損
税
調
査
を
行
う
予
定
な

の
で
、ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

ゼ
ロ
税
率
を
粘
り
強
く
要
求

協
会
損
税
調
査
へ
ご
協
力
を

　
今
か
ら
32

年
前
私
は
大

学
受
験
の
た

め
、
物
理
の

塾
に
通
っ
て
い
た
。
先
生
は
も

ち
ろ
ん
私
に
受
験
物
理
の
解
き

方
を
教
え
て
く
れ
た
の
だ
が
、

同
時
に
物
理
学
の
面
白
さ
を
教

え
て
く
れ
た
。
最
後
の
授
業
で

そ
の
先
生
が
、「
原
子
力
発
電
は

人
間
の
能
力
を
超
え
て
い
る
と

思
う
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題

で
は
な
く
、
原
子
力
発
電
に
は

反
対
で
あ
る
」と
話
さ
れ
た
。当

時
現
象
を
物
理
学
的
に
考
え
る

こ
と
が
面
白
く
思
え
た
が
、
相

対
性
理
論
・
核
分
裂
・
核
融
合

と
な
る
と
現
象
的
に
考
え
に
く

か
っ
た
▼
と
う
と
う
大
飯
原
発

が
再
稼
働
に
向
か
っ
て
進
み
出

し
た
。一
年
前
、毎
日
テ
レ
ビ
に

原
子
力
の
専
門
家
と
い
わ
れ
て

い
る
学
者
達
が
出
て
い
た
が
、

言
う
こ
と
が
す
ぐ
変
わ
り
、原

子
力
発
電
所
の
こ
と
を
解
っ
て

い
る
の
か
疑
問
だ
っ
た
。
電
力

会
社
の
役
員
や
天
下
り
官
僚

に
、
解
っ
て
い
る
は
ず
が
な
い

の
だ
。原
発
を
扱
う
電
力
会
社

の
役
員
に
は
、
物
理
学
の
国
家

試
験
を
課
す
べ
き
だ
▼
忌
野
清

志
郎
は
今
か
ら
24
年
前
に
「
カ

バ
ー
ズ
」と
い
う
Ｃ
Ｄ
を
作
っ

た
。
原
子
力
発
電
所
反
対
の
歌

が
あ
る
。「
い
く
ら
理
屈
を
こ
ね

て
も
ほ
ん
の
少
し
考
え
り
ゃ　

俺
に
も
わ
か
る
さ
」「
た
く
み
な

言
葉
で
一
般
庶
民
を　
だ
ま
そ

う
と
し
て
も　
ほ
ん
の
少
し
バ

レ
て
る
そ
の
黒
い
腹
」と
歌
い
、

ま
さ
し
く
今
の
政
府
や
電
力
会

社
に
対
し
て
も
、
強
い
風
刺
と

な
り
得
る
▼
次
の
総
選
挙
で
は

原
発
問
題
を
争
点
に
し
て
も
ら

い
た
い
し
、
国
民
投
票
で
原
発

問
題
を
問
う
て
も
ら
い
た
い
。

国
民
の
半
数
以
上
が
反
対
な
ら

原
発
は
止
ま
る
は
ず
だ
。 （
蕉
）

　
協
会
は
韓
国
医
療
視
察
を
5

月
3
日
〜
6
日
に
か
け
て
実
施

し
た
。
韓
国
の
公
的
医
療
保
険

制
度
は
日
本
の
そ
れ
と
非
常
に

似
て
い
る
こ
と
、ま
た
、韓
国
は

米
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ（
韓
米
自
由
貿

易
協
定
）を
締
結
、今
年
の
3
月

15
日
か
ら
発
効
し
て
い
る
こ
と

―
か
ら
、日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
）に
参
加
し
た
場
合
の
医
療

分
野
に
お
け
る
影
響
や
、
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
態
を
探
る
べ

く
、今
回
の
視
察
を
敢
行
し
た
。

　
視
察
で
は
、
ソ
ウ
ル
の
グ

リ
ー
ン
病
院
、
仁イ

ン
チ
ョ
ン川の
仁イ

 
ナ荷
大

学
病
院
等
の
医
療
施
設
、
韓
国

保
健
医
療
団
体
連
合
な
ど
を
訪
は
、
こ
れ
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い

た
営
利
型
の
病
院
（
株
式
会
社
に
よ
る
経
営
が
可
能
。
完
全
な

自
由
診
療
が
で
き
る
）
が
、
す

で
に
始
動
す
る
な
ど
し
て
い

た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
り
、

薬
剤
や
医
療
材
料
の
価
格
が
高

騰
し
、
公
的
医
療
保
険
の
総
枠

を
拡
大
し
な
い
限
り
、
技
術
料

の
引
き
下
げ
に
つ
な
が
る
ほ

か
、
民
間
医
療
保
険
の
弊
害
と

な
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
公
的
医
療
保
険
制
度
の
拡

充
す
ら
で
き
な
く
な
り
、
公
的

医
療
保
険
制
度
が
、
限
り
な
く

縮
小
の
方
向
へ
し
か
向
か
え
な

い
危
険
性
が
、
懇
談
等
を
通
じ

て
示
唆
さ
れ
た
。

　
ま
た
韓
国
で
は
、
韓
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
に
対
し
て
、
医
療
界
を
挙
げ

て
の
反
対
運
動
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
後

に
は
、
韓
国
人
で
あ
っ
て
も
米

国
内
で
医
療
者
と
し
て
自
由
に

働
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
話

が
流
布
さ
れ
、
多
く
の
医
療
者

が
国
内
の
不
自
由
な
公
的
医
療

へ
の
不
満
か
ら
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
反
対

を
唱
え
な
か
っ
た
の
だ
と
い

う
。
こ
れ
は
日
本
の
医
療
者
に

と
っ
て
は
、他
山
の
石
で
あ
る
。

　
今
回
の
視
察
で
、
公
的
医
療

保
険
制
度
の
形
骸
化
と
、
医
療

の
営
利
化
を
も
た
ら
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
、
患
者
の
た
め
の
医
療
か

ら
、
投
資
家
や
企
業
の
た
め
の

医
療
へ
と
、
医
療
そ
の
も
の
の

目
的
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
る
と

い
う
問
題
点
が
明
白
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
今
回
の「
韓
国
医
療

視
察
」に
つ
い
て
は
、
本
紙

「
銷
夏
特
集
号
」（
8
月
20
日
発

行
）
に
お
い
て
、
特
集
す
る
の

で
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

協  会

問
。
地
元
の
医
師
等
と
の

懇
談
、
施
設
見
学
な
ど
を

行
っ
た
。
視
察
団
は
、
団

長
の
関
浩
理
事
長
を
は
じ

め
、
垣
田
さ
ち
子
副
理
事

長
ら
総
勢
15
人
で
あ
っ
た
。

　
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
発
効
し

て
ま
だ
日
が
浅
い
こ
と
、

2
0
1
2
年
12
月
に
韓

国
大
統
領
選
挙
が
控
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
劇
的
な

変
化
が
表
面
化
し
て
い
る

事
態
に
は
な
い
が
、
仁
川

経
済
自
由
区
域
に
お
い
て

韓
国
医
療
視
察
を
実
施

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
公
的
保
険
の
形
骸
化
と
医
療
の
営
利
化
招
く

　
6
月
26
日
、
衆
院
本
会

議
に
お
い
て
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
案
や
消
費

税
増
税
法
案
な
ど
の
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
の
関

連
法
案
が
可
決
し
、
参
院

に
送
ら
れ
た
。
15
日
に
は

民
主・自
民・公
明
の
3
党

合
意
が
成
立
し
、
政
権
が

な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
一
気

に
法
案
成
立
に
向
け
て
動

き
出
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
協
会
は
修
正
合
意
に
対

し
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

消
費
税
増
税
法
案
を
採
決

し
な
い
こ
と
、
合
意
内
容

に
含
ま
れ
た
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
案
の
国
会

提
出
を
行
わ
な
い
よ
う
強

く
求
め
る
談
話
（
3
面
全

文
掲
載
）
を
発
表
。
19
日

付
で
野
田
首
相
、
小
宮
山

厚
労
大
臣
を
始
め
、
衆
参

厚
生
労
働
委
員
な
ど
の
議

員
へ
送
付
し
、
改
め
て
法

案
採
決
を
行
わ
な
い
よ
う

求
め
る
協
会
の
姿
勢
を
打

ち
出
し
た
。

法案採決見直し
求め談話送付

一体改革 3党合意に抗議

　
協
会
は
さ
よ
う
な
ら
原
発
1

0
0
0
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
の
趣

旨
に
賛
同
し
、2
0
1
1
年
11

月
5
日
付
の
本
紙
で
会
員
各
位

に
「
脱
原
発
を
実
現
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
社
会
を
求

め
る
全
国
署
名
」
の
協
力
を
お

願
い
し
た
。

　
当
初
の
締
切
は
2
月
末
日
で

あ
っ
た
た
め
、
3
月
1
日
に
さ

よ
う
な
ら
原
発
1
0
0
0
万
人

署
名
・
京
都
の
会
へ
署
名
を
提

出
。
そ
の
後
、
署
名
受
付
が
延

長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
3
月
10

日
と
5
月
15
日
に
追
加
署
名
を

提
出
し
、
署
名
総
数
は
1
1
5

3
筆
と
な
っ
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
会
員
各
位
に
お
礼
申
し

上
げ
た
い
。

　
な
お
、
集
約
さ
れ
た
署
名

は
、
さ
よ
う
な
ら
原
発
1
0
0

0
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員

会
か
ら
政
府
へ
と
届
け
ら
れ
た
。

 

さ
よ
う
な
ら
原
発
1
0
0
0
万
人
署
名

1
1
5
3
筆
を
提
出

ソ
ウ
ル
の
グ
リ
ー
ン
病
院
前
に
て

グリーン病院で医師団（右側）と懇談

関理事長と禹
う

医師（保健医療団体連合）
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主な内容

眼
科
向
上
会
レ
ポ
ー
ト 

（
2
面
）

一
体
改
革
修
正
合
意
に
関
す
る
協
会
談
話 

（
3
面
）

九
条
の
会
で
二
宮
厚
美
氏
講
演 

（
4
面
）



今
次
眼
科
点
数
の
改
定
点
を
解
説

眼
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

　
眼
科
診
療
内
容
向
上
会
を
京
都
眼
科
医
会
、
保
険
医
協
会

の
共
催
で
4
月
21
日
開
催
し
、
75
人
が
参
加
し
た
。
京
都
眼

科
医
会
の
中
路
裕
副
会
長
が
、
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に
お

け
る
眼
科
で
の
改
定
点
、
さ
ら
に
レ
セ
プ
ト
の
縦
覧
点
検
が

始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
留
意
点
に
つ
い
て
も
解
説
を

行
っ
た
。

　
新
し
い
点
数
で
の
診
療
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
定

は
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革

成
案
」
の
実
現
に
向
け
た
第
一

歩
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
診
療
報
酬
本
体
は
5
5
0

0
（
医
科
は
約
4
7
0
0
）
億

円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

薬
価
、
材
料
費
等
が
引
き
下
げ

ら
れ
、
結
局
＋
0
・
0
0
4
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
①
急
性

期
医
療
を
担
う
病
院
勤
務
医
等

の
負
担
軽
減
・
処
遇
改
善
、
②

医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
と
在

宅
医
療
の
充
実
、
③
が
ん
治

療
、
認
知
症
治
療
等
の
医
療
技

術
の
評
価
に
重
点
が
置
か
れ
た

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
再
診

料
に
関
し
て
は
、
同
一
保
険
医

療
機
関
に
お
い
て
、
同
一
日
に

他
疾
病
に
つ
い
て
別
の
診
療
科

の
別
の
医
師
を
受
診
し
た
場
合

は
、
二
つ
目
の
診
療
科
に
限
り

34
点
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
医
療
貢
献
加
算
が

時
間
外
対
応
加
算
に
姿
を
変

え
、
対
応
条
件
に
よ
り
3
段
階

の
点
数
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

減
点
の
続
く
眼
科
学
的
検
査
の

復
点
を
今
回
も
期
待
し
ま
し
た

が
、
主
要
な
検
査
の
3
つ
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
静
的
量
的
視
野

検
査
（
片
側
）（
3
0
0
↓
2

9
0
）、調
節
検
査（
74
↓
70
）、

角
膜
形
状
解
析
検
査
（
1
1
0

↓
1
0
5
）
と
な
り
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
白
内
障
手
術
は
何

と
か
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
多
大
な
労
力
と
時
間
の
要
す

る
小
児
眼
科
関
連
検
査
で
は
、

両
眼
視
機
能
精
密
検
査
、
立
体

視
検
査
、
網
膜
対
応
検
査
な
ど

で
増
点
（
38
↓
48
）
と
な
り
、

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
検
査
判
断
料

（
2
5
0
）
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
一
定
の
施
設
基
準
や
資

格
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
Ｓ
Ｌ

Ｅ
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
、
網

膜
色
素
変
性
症
な
ど
の
難
病
外

来
指
導
管
理
料
が
増
点
（
2
5

0
↓
2
7
0
）
と
な

り
ま
し
た
。
眼
底
カ

メ
ラ
で
は
自
発
蛍
光

撮
影
法
の
場
合
（
5

1
0
）
が
新
設
さ

れ
、
広
角
眼
底
撮
影

を
行
っ
た
場
合
は
、

条
件
が
付
き
な
が
ら

も
＋
1
0
0
の
加
算

と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
院
外
処
方
の
医
療

機
関
に
お
い
て
、
一

般
名
で
記
載
し
た
処

方
箋
を
交
付
し
た
場

合
は
、
処
方
箋
の
交

付
1
回
に
つ
き
2
点

が
加
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
手
術
に
関
し
て
は
、
涙
道
、

眼
窩
、
斜
視
、
角
膜
・
強
膜
、

ぶ
ど
う
膜
、
硝
子
体
領
域
等
、

比
較
的
幅
広
く
増
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
内
容
は
一
部

の
病
院
等
で
行
わ
れ
る
よ
う
な

手
術
に
重
点
が
置
か
れ
、
日
常

的
な
手
術
は
少
な
く
、
今
回
も

手
術
等
を
し
て
い
な
い
無
床
診

療
所
に
は
厳
し
い
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
請
求
に
関
し
て
の

注
意
事
項
と
し
て
、
病
名
・
薬

剤
・
検
査
の
整
合
性
の
な
い
レ

セ
プ
ト
は
、
一
次
審
査
で
査
定

に
な
る
こ
と
、
レ
セ
プ
ト
の
縦

覧
点
検
が
始
ま
り
6
カ
月
程
度

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
検
査
と

な
り
、
一
定
期
間
内
の
算
定
回

数
に
制
限
の
あ
る
も
の
が
限
度

を
超
え
て
い
た
り
し
て
も
査
定

の
対
象
に
な
る
こ
と
。
ま
た
整

　
協
会
は
5
月
19
日
、
リ

ハ
ビ
リ
新
点
数
運
用
検
討

会
を
開
催
し
た
。
共
催
は

府
理
学
療
法
士
会
、
作
業

療
法
士
会
、
言
語
聴
覚
士

会
。
理
学
療
法
士
ら
と
共

催
す
る
の
は
昨
年
の
施
設

基
準
適
時
調
査
に
係
る
学

習
会
以
来
2
回
目
と
な

る
。
医
師
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
な
ど
53
人
が
参
加

し
た
。

　
新
設
さ
れ
た
「
疾
患
別

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料

の
初
期
加
算
」
の
施
設
基

準
や
、「
外
来
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
診
療
料
」
の

算
定
方
法
な
ど
、
今
回
の

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改

定
の
内
容
に
つ
い
て
、
リ

ハ
ビ
リ
部
分
を
中
心
に
解

説
。
そ
の
ほ
か
、
参
加
者

か
ら
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た

質
問
を
紹
介
し
、
回
答
す

る
形
で
説
明
し
た
。
そ
の

後
の
質
疑
応
答
で
は
参
加

者
か
ら
、
新
点
数
に
関
す

る
質
問
だ
け
で
な
く
、
日

常
業
務
の
中
で
感
じ
て
い

る
疑
問
な
ど
が
数
多
く
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
要
介

護
・
要
支
援
者
に
対
す
る

維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
原
則
2
0
1
4

年
3
月
31
日
ま
で
と
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ

以
降
の
取
り
扱
い
を
危
惧

す
る
声
が
あ
っ
た
ほ
か
、

一
部
算
定
基
準
が
変
更
さ

れ
た
「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
関
す
る

解
釈
が
複
雑
で
あ
り
、
現

場
は
混
乱
し
て
い
る
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

合
性
が
あ
っ
て
も
、
レ
セ
プ
ト

枚
数
の
中
で
同
じ
病
名
と
検
査

が
セ
ッ
ト
と
し
て
突
出
し
て
い

る
場
合
も
、
返
戻
や
査
定
の
対

象
に
な
る
こ
と
、
自
院
で
処
方

し
た
Ｃ
Ｌ
を
患
者
が
装
用
を
続

け
て
い
れ
ば
何
年
た
っ
て
も
初

診
料
は
算
定
不
可
で
あ
る
こ

と
、
ル
セ
ン
テ
ィ
ス
投
与
の
適

応
疾
患
は
、
加
齢
性
黄
斑
変
性

症
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
話
が
あ

り
、
最
後
に
、
レ
セ
プ
ト
の
記

載
に
は
京
都
府
眼
科
医
会
の
会

員
と
し
て
良
識
を
持
っ
て
、

ル
ー
ル
に
則
っ
た
対
応
を
行
う

よ
う
呼
び
か
け
、
診
療
内
容
向

上
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
理
事
・
草
田 

英
嗣
）

眼
科
向
上
会
の
よ
う
す

3 療法士会と共催で検討会

リハビリ新点数の運用を解説

講　師　国立病院機構　京都医療センター　診療部長
　　　　社会保険診療報酬支払基金　京都支部審査部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　田上 哲也 氏
日　時　７月28日（土）午後２時～４時
場　所　京都府保険医協会・会議室
共　催　京都府保険医協会　あすか製薬株式会社
　　※参加は無料、事前申込は不要です。
　　※日医生涯教育講座対象の研究会です。

＜田上先生からのメッセージ＞　甲状腺疾患について一般医家の方々に知っていただ
きたい理由はいくつかあります。第一に、首が腫れてきたと言って来られる方は別に
して、甲状腺機能亢進症や低下症の症状は不定愁訴に近いものが多く、甲状腺疾患を
疑わないと見逃してしまう可能性が低くないこと。原因がわからず長年放置されてい
たり、他の疾患に間違われて治療されていたりします。第二に、一般血液検査の項目
には甲状腺ホルモンは含まれていませんが、甲状腺機能異常を疑うヒントが隠れてい
ることが少なくないこと。第三に、甲状腺ホルモンを測定さえすれば一目瞭然になる
こと。第四に、甲状腺疾患の頻度はおよそ15人に１人と意外に高く、一般外来で遭
遇するのは必至であることです。本講演では臨床医と支払基金審査委員の立場から
「査定されない甲状腺疾患の診かた」についてわかりやすくお話ししたいと思います。

第645回 社会保険研究会

経営対策セミナー

新規開業医向け「保険講習会Ｂ」のご案内

「甲状腺疾患の診かた、考えかた」ガイドラインと
保険診療をふまえた

日　時　７月12日（木）午後２時～
場　所　京都府保険医協会・会議室
テーマ　第１部：「上手なリタイアの方法」
　　　　　　　　～後継者にスムーズなバトンタッチをするための準備～
　　　　　　　　講　師　株式会社 日本経営エスディサポート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 課長代理　塚本 康史 氏
　　　　第２部：「税制改正の流れと相続対策」
　　　　　　　　～対策なき税金を将来の機会損失と捉えるために、
 今からすべきこととは～　
　　　　　　　　講　師　税理士法人 日本経営　税理士　矢野 弘樹 氏

日　時　７月19日（木）午後２時～４時
場　所　京都府保険医協会・ルームＡ
 　　　　　　　　 （地図参照）
内　容　①医療法立入検査対策
 ②新規個別指導対策
対　象　新規開業前後の医師、従業員の方
 （新規開業の先生でなくても、
 日常診療整備の目的でご参加下さい）
　　＊ 資料準備の都合上、前日までにお電話にてお申し込み下さい。
　　　（保険部会 ☎075-212-8877）
　　＊参加費無料。非会員医療機関はご入会下さい。
　　＊ 次月（保険講習会Ａ）は保険診療基礎知識、レセプト審査です。

参加無料
事前申込

御池通

四条通

六角通

三条通

蛸薬師通

烏
丸
通

烏
丸
通

保険医協会 行事のお知らせ
お申し込み等は協会事務局まで ☎ 075-212-8877 FAX 075-212-0707

　2011年６月に協会が刊行した『国がすすめる「地域
包括ケア」を考える』（かもがわ出版）は、全国で反響
を呼び、増刷するに至った。それから１年、第２弾とし
て５月末に『住民の暮らしを包括的に支えるケアシステ
ムを考える』（かもがわ出版）を刊行した。これは11年
12月に行った、本来あるべき地域包括ケアとは何かに
ついて論議したシンポジウムの内容と新たな書き下ろし
を収載したもの。

「
地
域
包
括
ケ
ア
」第
2
弾

京都府保険医協会
［編］

住
民
の
暮
ら
し
を

包
括
的
に
支
え
る

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
考
え
る

かもがわ出版

国の一体改革で医療・介護は守れるか
ケアを必要とする人々ためのシステムとは

――地域から提言する・第２弾！

住
民
の
暮
ら
し
を
包
括
的
に
支
え
る

 

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る会員には1冊無料で送付。定価840円。

大
好
評
!!
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　民主党、自由民主党及び公明党の 3党が2012年 6 月
15日、社会保障・税一体改革の推進に関し、修正合意
した。
　私たちは修正合意に対し抗議すると共に、消費税増
税法案を採決しないこと、合意内容に含まれた社会保
障制度改革推進法案の国会提出を行わないよう強く求
める。
　その理由を以下に述べたい。
　そもそも、今回の修正合意は、現政権が消費税増税
法案成立へなりふりかまわず突き進んだことの結果で
ある。増税のためなら、自ら政権公約を否定すること
も厭わない姿に、あの政権交代時に抱いた期待はもは
や完全に崩れ去った。社会保障の機能拡充どころか、
社会保障改革が増税の露払いほどの意味も持たない状
況を前に、消費税増税法案の採決を認めることができ
るはずがない。
　同時に、最も由々しきは確認書冒頭に掲げた社会保

障制度改革推進法案である。これは、自由民主党が 5
月29日に公表した対案を踏襲している。合意では、こ
の法案を速やかに取りまとめ、修正した政府提出の関
連法案と共に、今国会で成立を図るとしている。それ
は、政府の社会保障・税一体改革案同様の「自助・共
助・公助」論に、自由民主党の対案が強調した家族相
互の助け合いを加え、それを社会保障制度改革の基本
とする。その上で、医療保険では「保険給付の対象と
なる療養の範囲の適正化」を、介護保険では「保険給
付の対象となる保健医療サービス及び福祉サービスの
効率化及び重点化」を打ち出す。そして、医療・介
護・年金は社会保険制度を基本に、公費負担費用は消
費税を主要財源とし、その使途も社会保険料に係る国
民の負担の適正化に充てるとする。生活保護制度でも
「医療扶助等の給付水準の適正化」を強調し、国会提
出に至っていない高齢者医療制度改革等は、新たに社
会保障制度改革国民会議で議論するとした。まさに、

新自由主義改革路線によるさらなる社会保障改革を進
めるものに他ならない。
　もしも、このような内容を二大政党が合意の上で、
国会成立させるようなことになれば、今後の社会保障
改革の方向性が決定づけられ、医療者・国民の望む真
の社会保障制度拡充の道は遥か彼方に遠ざけられてし
まう。果たして、民主党政権にそのことの持つ重大な
意味がちゃんと理解できているのか。そもそも、この
ような内容を、法案提出すら行っていないのに、予め
成立を約束すること自体が、国会軽視・国民無視・議
会制民主主義否定である。
　私たちが望むのはこの国に暮らすすべての人々が、
国の責任で必要な医療・福祉をあまねく享受できる社
会保障制度と、それを実現し得る国の姿である。
　私たちは今後も、新自由主義改革とは違う方向での
社会保障改革をめざし、たゆまぬ努力を続ける決意で
ある。

2012年 6月19日　京都府保険医協会　副理事長 　垣田 さち子

社会保障・税一体改革（社会保障部分）の修正合意に抗議し
消費税増税法案を採決しないこと

「社会保障制度改革推進法案」を提出しないことを求める

談 話

 

第65回 定期総会（第183回定時代議員会合併）

7月29日㊐  午後１時～
ホテルグランヴィア京都（JR京都駅中央口）

私は岡山県の山間で育ち、さまざまな動物たちと接して大きくなりました。
今は、大学で、野生生物の研究を基盤にした環境問題の改善に取り組んで
いますが、子どものころの体験は、仕事に大変役立っています。講演会では、
堅い話は抜きにして、私自身が一番楽しく感じられる内容の話をさせてい
ただきたいと思っています。それは「私が出会った動物たちとその研究」
です。あげれば切りがないのですが、今回は、何種類かの哺乳類（アカネズ
ミ、シマリス、モモンガ、フェレット、タヌキ）に絞って、それらの動物た
ちとどのようにして出会ったのか、どのようにして研究を手伝ってもらっ
たのか、そこからどんなことがわかったのか、といったことをお話しします。

講 演 内 容

『先生、モモンガの風呂に入ってください！』 『先生、
シマリスがヘビの頭をかじっています！』など人間動
物行動学の視点でユーモア溢れるシリーズを著した
小林教授を招いて、その研究についてききます。

講演 「私が出会った
　　 動物たちとその研究」

小林 朋道 氏
（鳥取環境大学環境学部環境学科教授）

※当日、会場前ロビーで有限会社アミス提供の「展示即売会」を開催します。

※写真はイメージ

Ⅰ 総 会 午後１時～

①2011年度活動報告
　並びに決算報告

②2012年度活動方針（案）
　並びに予算（案）承認

Ⅱ 講 演　　　     午後 3 時15分～ Ⅲ 懇親会 午後 5 時～
（会員：1,000円、家族・従事者：3,000円）

今回は、カントリー
バンド「アップ タウ
ナーズ」の演奏で、
日本でもなじみの深
いカントリーの名曲
を中心に楽しんでい
ただきます。

ｶﾝﾄﾘｰ音楽

福引き 豪華賞品を多数ご用意！

参加申込は、返信用ハガキで7月20日（金）迄にご返送下さい。

ﾜｲﾝﾃｲｽﾃｨﾝグ

当日は、議案書（7月中旬発
送予定）をお持ち下さい。

当日は、いろいろなワインを
ご用意しています。

2 0 1 2 年 (平成 2 4 年) 7 月 5 日 第 2 8 2 6 号京 都 保 険 医 新 聞毎月 5日･20日･25日発行 昭和 26 年 3 月 5 日第三種郵便物認可( 3 )



代議員月例
アンケート66

今
の
政
治
の
状
況
に
つ
い
て

実　
施
＝
2
0
1
2
年
5
月
17
日
〜
31
日　
　
　
回　
答
＝
35

対
象
者
＝
京
都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
95
人　
　
回
答
率
＝
36
・
8
％

　
九
条
の
会
ア
ピ
ー
ル
を
支
持

す
る
京
都
医
療
人
の
会
は
6
月

9
日
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の

二
宮
厚
美
氏
を
講
師
に
、「
橋

下
・
維
新
の
会
の
本
質
を
考
え

よ
う
〜
護
憲
の
立
場
か
ら
〜
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。
出

席
者
は
63
人
。
講
演
会
後
に

は
、
第
5
回
総
会
を
行
っ
た
。

　
二
宮
氏
は
、
ま
ず
「
橋
下
主

義
」
と
は
、
橋
下
氏
独
自
の
体

験
に
根
ざ
し
た
略
奪
型
競
争
主

義
と
独
裁
主
義
、
そ
し
て
急
進

的
か
つ
反
動
的
な
新
自
由
主
義

で
あ
る
と
分
析
。
端
的
な
例
と

し
て
、
誰
は
ば
か
る
こ
と
な

く
、「
今
の
日
本
の
政
治
に
必

要
な
の
は
独
裁
だ
」
と
主
張
し

た
こ
と
や
、
職
員
基
本
条
例
な

ど
の
競
争
重
視
の
改
革
が
上
意

下
達
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の

強
権
的
官
僚
方
式
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
、
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

　
こ
れ
は
、
橋
下
氏
が
弁
護

士
、
あ
る
い
は
タ
レ
ン
ト
と

し
て
、
絶
対
的
能
力
で
は
な

く
、
裁
判
の
勝
敗
や
、
視
聴

率
の
奪
い
合
い
な
ど
の
相
対
的

能
力
を
求
め
ら
れ
て
き
た
と
い

う
経
過
か
ら
身
に
つ
け
た
志
向

で
あ
り
、
勝
者
が
す
べ
て
正
し

い
と
い
う
競
争
万
能
主
義
に

陥
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。

「
橋
下
イ
ズ
ム
」の
本
質
を
分
析

 

九
条
の
会
総
会
記
念
講
演
開
く

　
も
う
一
方
で
、
橋
下
氏
が
掲

げ
る
急
進
的
新
自
由
主
義
に
、

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
人
気
が

集
中
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
解

説
。
日
本
に
お
い
て
、
小
泉
政

権
時
に
徹
底
的
な
構
造
改
革
が

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
社
会
に

多
く
の
格
差
や
矛
盾
を
抱
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状

況
へ
の
不
安
や
不
満
が
、
反
動

と
し
て
橋
下
氏
へ
の
期
待
へ
と

転
化
し
、
多
く
の
人
の
支
持
を

集
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
維
新
八
策
」
に
盛
り
込
ま

れ
た
新
自
由
主
義
的
提
言
は
、

福
祉
国
家
的
政
策
の
解
体
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
以
外
の
な
に

も
の
で
も
な
い
。
福
祉
国
家
的

政
策
を
支
え
て
き
た
財
源
を
、

所
得
・
資
産
税
か
ら
消
費
税
に

切
り
か
え
る
こ
と
に
よ
り
、
個

人
所
得
税
の
累
進
緩
和
や
、
法

人
所
得
税
の
引
き
下
げ
、
金
融

資
産
課
税
の
定
率
化
が
そ
の
帰

結
と
な
る
。
そ
の
他
に
も
、
混

合
診
療
解
禁
や
道
州
制
、
年
金

の
積
立
制
度
化
、
参
院
廃
止
、

そ
し
て
職
員
・
教
育
二
条
例
の

全
国
化
等
な
ど
、
き
わ
め
て
急

進
的
な
新
自
由
主
義
と
そ
の
強

行
体
制
づ
く
り
で
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
る
。

　
橋
下
氏
の
本
質
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
、
大
阪
市
民
が
目
を

覚
ま
し
て
声
を
あ
げ
る
こ
と
が

な
に
よ
り
も
大
事
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
も
近
隣
都
道
府
県
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
と
締
め
く
く
っ

た
。

講
演
す
る
二
宮
厚
美
氏

　
朝
日
新
聞
が
2
月
に
実
施
し

た
世
論
調
査
で
は
、「
民
主
党

と
自
民
党
以
外
の
政
党
を
中
心

に
し
た
政
権
に
代
わ
る
の
が
よ

い
」
が
29
％
と
、「
民
主
中
心
」

19
％
、「
自
民
中
心
」
21
％
を

上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
民

主
・
自
民
以
外
の
政
権
」
を
望

ん
で
い
る
層
の
う
ち
、
69
％
が

「
維
新
の
会
」
に
議
席
を
取
っ

て
ほ
し
い
と
答
え
て
い
る
（
2

月
13
日
）。

　
各
社
の
世
論
調
査
で
も
、
下

が
り
続
け
る
野
田
政
権
の
支
持

率
が
20
％
台
に
低
迷
す
る
も
、

自
民
党
な
ど
既
存
の
政
党
へ
の

支
持
も
低
迷
し
て
い
る
。
政
権

交
代
か
ら
2
年
半
余
り
、
再
び

政
治
へ
の
信
頼
が
薄
ら
い
で
い

る
現
状
に
つ
い
て
、
会
員
が
何

を
志
向
し
て
い
る
の
か
。
協
会

代
議
員
の
評
価
を
き
い
た
。

図 1　与党の政策の方向性は支持できるか

図 2　野党側の法案チェック機能や政策提案能力は
　　  評価できるか

図 3　今の政治状況の何が問題だと思うか（複数回答）

図 4　橋下・維新の会に期待するか

支持できる 25.7％

評価できない 65.7％

評価できる 2.9％ わからない 25.7％

無回答 2.9％

わからない 34.3％期待しない 31.4％期待する 31.4％

無回答 5.7％

その他
8.7％

政党や議員の離合集散の
脈絡が見え、不信感を持つ
　　　　　　　　　30.4％

政策方針に問題はあるが、
対案が出ず打開が見えない 45.7％

政策方針は良いが、
それを断行する力に欠ける 15.2％

支持できない 54.3％

わからない 20.0％

与
党
へ
の
不
支
持
54
％

野
党
へ
の
非
評
価
66
％

見
え
な
い
打
開
の
道
筋

維
新
の
会
の
評
価
3
分

　
ま
ず
、
与
党
が
進
め
て
い
る

政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

「
支
持
で
き
な
い
」
が
54
・
3

％
、「
支
持
で
き
る
」
が
25
・

7
％
、「
わ
か
ら
な
い
」20
・
0

％
で
あ
っ
た
。（
図
１
）

　
さ
ら
に
「
支
持
で
き
な
い
」

と
回
答
し
た
方
の
、
不
満
や
不

安
な
点
に
つ
い
て
は
「
政
権
公

約
を
違
え
て
い
る
こ
と
」（
36
・

4
％
）「
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
」（
34
・
1
％
）「
原
発
政
策
」（
18
・
2

％
）
の
順
で
あ
る
。

　
次
に
野
党
の
評
価
に
つ
い

て
、「
評
価
で
き
な
い
」
が
65
・

7
％
、「
評
価
で
き
る
」
は
わ

ず
か
2
・
9
％
、「
わ
か
ら
な

い
」
が
25
・
7
％
と
、
与
党
よ

り
も
さ
ら
に
厳
し
い
目
が
注
が

れ
て
い
る
。（
図
2
）

　
「
評
価
で
き
な
い
」
と
回
答

し
た
方
の
、
不
満
や
不
安
な
点

に
つ
い
て
は
、「
与
党
と
の
調

整
力
」（
41
・
0
％
）、「
政
策

提
案
力
」（
38
・
5
％
）、「
与

党
と
の
対
抗
力
」（
12
・
8
％
）

の
順
で
あ
る
。

　
今
の
政
治
状
況
の
何
が
問
題

か
に
つ
い
て
は
、「
政
策
方
針

自
体
に
問
題
が
あ
る
と
は
思
う

が
、
野
党
の
側
か
ら
も
明
確
な

対
案
が
出
て
こ
ず
打
開
の
道
筋

が
見
え
な
い
」
が
45
・
7
％
、

「
政
党
や
議
員
の
離
合
集
散

が
、
ど
う
い
う
脈
絡
で
行
わ
れ

て
い
る
の
か
理
解
で
き
る
の
で

不
信
感
を
持
つ
」
が
30
・
4

％
、「
政
策
方
針
は
良
い
が
、

そ
れ
を
断
行
す
る
力
に
欠
け

る
」
が
15
・
2
％
。（
図
3
）

　
橋
下
・
維
新
の
会
へ
の
評
価

は
、「
期
待
す
る
」「
期
待
し
な

い
」「
わ
か
ら
な
い
」
で
3
分

さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
期
待

す
る
意
見
は
、
長
い
閉
塞
状
況

か
ら
の
突
破
力
、
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
実
行
力
へ
の
期

待
感
が
み
ら
れ
る
が
、
一
方
で

「
暴
走
し
か
ね
な
い
」
と
の
現

実
的
評
価
も
。
そ
れ
に
対
し
て

期
待
し
な
い
意
見
は
、
大
衆
迎

合
的
、
独
裁
的
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

的
な
手
法
へ
の
危
機
感
や
恐
怖

感
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

◇　
　
◇

　
今
の
日
本
に
必
要
な
の
は
ど

の
よ
う
な
政
治
か
に
つ
い
て

の
、
自
由
意
見
を
抜
粋
し
て
紹

介
す
る
。

　
○
明
確
な
対
立
軸
の
も
と
に

政
界
・
政
党
が
再
編
成
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
、
そ
の
た
め
に
も

小
選
挙
区
制
を
廃
止
し
、
完
全

比
例
代
表
に
移
行
す
べ
き
。

　
○
政
局
で
は
な
く
本
当
の
国

民
の
利
益
の
政
治
。

　
○
官
僚
社
会
主
義
を
打
ち
破

り
、
戦
後
の
高
度
成
長
時
代
の

統
治
シ
ス
テ
ム
を
、
現
在
の
低

成
長
社
会
に
即
し
た
シ
ス
テ
ム

に
構
築
し
な
お
し
、
無
駄
を
省

く
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
。

　
○
今
だ
け
で
な
く
将
来
を
見

据
え
た
政
策
を
。

　
○
国
民
に
負
担
を
か
け
る
こ

と
な
く
財
政
再
建
を
行
え
る
と

い
う
柱
の
あ
る
政
治
、
こ
れ
を

常
に
心
が
け
た
政
策
が
必
要
。

　
○
必
要
な
の
は
財
政
、
社
会

保
障
、
外
交
、
教
育
で
あ
っ
て

「
政
治
」
で
は
な
い
。
つ
ま
り

「
政
治
」
家
は
要
ら
な
い
。

　
○
将
来
、
日
本
を
ど
う
い
う

方
向
に
導
い
て
い
く
の
か
が
明

確
に
描
け
る
政
治
。

　
○
75
歳
に
な
っ
た
ら
生
活
の

心
配
を
し
な
く
て
良
い
よ
う
な

日
本
に
し
て
ほ
し
い
。
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
に
は
一
定
の
歯
止
め

を
。
社
会
保
障
の
充
実
の
た
め

の
消
費
税
に
は
賛
成
。

　
○
橋
下
氏
の
よ
う
な
強
い
人

が
現
実
を
見
つ
め
て
判
断
を
下

す
政
治
が
必
要
。
や
っ
か
み
や

足
を
引
っ
張
っ
た
り
阻
止
し
た

り
、
嫌
が
ら
せ
を
す
る
情
け
な

い
政
治
屋
は
も
う
う
ん
ざ
り
。

具
体
的
に
は
増
税
よ
り
も
無
駄

を
省
い
て
真
の
意
味
で
必
要
な

予
算
を
組
め
ば
や
っ
て
い
け
る

政
治
。

　
○
ま
じ
め
に
考
え
ま
と
も
に

説
明
す
る
政
治
。
よ
い
医
療
に

も
通
じ
る
こ
と
で
す
。

　
○
大
衆
に
迎
合
し
な
い
、
株

価
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
上
昇
を
目
指
さ

な
い
政
治
。

　
○
小
異
を
捨
て
一
致
し
て
国

力
（
人
口
、
経
済
力
、
防
衛

力
、
外
交
力
等
）
の
回
復
に
向

け
早
急
に
取
り
組
む
。

　
○
ア
メ
リ
カ
と
大
企
業
優
先

の
政
治
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
。

金
融
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
歯
止
め
を
か
け
さ
せ
、
グ

リ
ー
ン
産
業
奨
励
発
電
に
切
り

換
え
る
こ
と
。

１ ．被保険者が医療関係の業務に従事中に生じた偶
然な血液暴露事故を直接の原因として、HBVに
感染後Ｂ型肝炎を発病して治療を受けた場合、
HCV・HIVに感染した場合に保険金をお支払い

２ ．日常生活における急激かつ偶然な外来の事故に
よるケガも補償
３ ．保険料は団体割
引20％を適用（京
都府保険医協会が
契約者となる団体
契約）

５月21日発送のメディパックにて、案内パンフレットをお
届けしました。ぜひこの機会に、加入をご検討下さい。
お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

『針刺し事故等
 　補償プラン』
（団体傷害総合保険・損保ジャパン取扱い）

8 月1日
開始

身近なリスクの備えに

まだ
間に合い
　ます!!
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悪
意
が
認
め
ら
れ
る
告
発
者

に
つ
い
て
は
、
本
来
問
題
外
だ

と
思
い
ま
す
が
、
医
療
機
関
側

に
は
「
内
部
告
発
」
対
策
も
医

療
安
全
対
策
、
も
し
く
は
個
人

情
報
保
護
の
一
環
と
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん

が
、（
悪
意
あ
る
）
告
発
者
は
、

そ
の
医
療
機
関
に
対
し
て
極
め

て
強
い
不
信
感
を
抱
い
て
い
る

場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
至
極
個
人

的
な
感
情
の
場
合
は
、
そ
の
個

人
の
問
題
と
し
て
対
処
の
し
よ

う
も
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

責
任
の
あ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
よ
う
は
医
療
機
関
が
従

業
員
に
対
し
て
、
医
療
安
全
の

姿
勢
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
で

す
。
も
う
少
し
具
体
的
に
言
う

と
、
医
療
機
関
内
で
発
生
し
た

ん
が
、「
こ
の
医
療
機
関
は
医

療
事
故
や
医
事
紛
争
が
発
生
し

た
場
合
に
、
対
応
が
曖
昧
で
不

透
明
だ
」
と
感
じ
て
い
る
と
し

た
ら
、
医
療
機
関
側
に
も
従
業

員
教
育
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

ト
ラ
ブ
ル
は
、
そ
れ
を
分
析
し

た
後
に
全
従
業
員
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
注
意
喚
起
す
る
こ

と
で
す
。
確
か
な
情
報
を
伝
え

る
姿
勢
こ
そ
が
、
従
業
員
か
ら

も
信
頼
を
え
る
こ
と
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
時
代
に
院
内
の
重
大
な

ト
ラ
ブ
ル
を
、
内
外
に
対
し
て

隠
し
通
す
こ
と
は
不
可
能
に
近

い
こ
と
だ
と
想
像
で
き
ま
す
。

万
が
一
に
で
も
隠
そ
う
と
す
る

と
、（
そ
れ
が
正
当
で
あ
れ
不

当
で
あ
れ
）「
内
部
告
発
」
と

い
う
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
待
っ

て
い
る
場
合
も
想
定
す
べ
き
で

し
ょ
う
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、

現
在
で
き
る
範
囲
で
結
構
で
す

か
ら
、
医
療
安
全
対
策
を
実
行

し
て
従
業
員
に
教
育
し
て
い
く

こ
と
こ
そ
が
、
不
要
な
内
部
告

発
を
予
防
す
る
こ
と
に
も
な
り

え
る
と
考
え
ま
す
。

　
機
会
が
あ
る
ご
と
に
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
京
都
府
保
険

医
協
会
で
は
会
員
の
要
望
に

添
っ
た
「
医
療
安
全
研
修
会
」

を
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
い
わ
ば
各
医
療
機
関
へ
の

勉
強
会
の
出
前
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
是
非
、
ご
利

用
下
さ
い
。

　
次
回
は
、
患
者
さ
ん
の
「
癇

に
障
る
」
一
言
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

　
診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
）
に

つ
い
て

　
Ｑ
、
診
療
情
報
提
供
料（
Ⅰ
）

は
、
保
険
薬
局
に
よ
る
在
宅
患

者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
の
必
要

を
認
め
、
当
該
保
険
薬
局
に
対

し
て
、
診
療
情
報
を
文
書
提
供

し
た
場
合
、
算
定
で
き
る
（
2

0
1
2
年
度
版
『
提
要
』
2
1

4
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。
要
介
護

被
保
険
者
等
に
対
す
る
訪
問
薬

剤
管
理
指
導
は
、
介
護
報
酬
の

薬
剤
師
に
よ
る
居
宅
療
養
管
理

指
導
費
を
算
定
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
、
要
介
護
者
に

つ
い
て
、
薬
局
に
対
し
て
訪
問

薬
剤
管
理
指
導
を
依
頼
し
た
場

合
は
、診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
）

は
算
定
で
き
な
い
の
か
？

　
Ａ
、
算
定
で
き
ま
す
。
告

示
・
通
知
の
記
載
は
、
両
方
と

も
業
務
と
し
て
の
訪
問
薬
剤
管

金
融
共
済
委
員
会

（
6
／
20
）の
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
5
件
、
加
入
3
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
2
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
１
年

前
は
、
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
、

困
っ
た
人
に
は
手
を
差
し
伸
べ
よ

う
、
と
い
う
雰
囲
気
が
こ
の
国
に

は
か
な
り
広
が
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
が
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
の
殺

伐
と
し
た
状
況
は
。
ま
る
で
「
い

じ
め
社
会
」
で
あ
る
。

　
特
に
ひ
ど
い
の
は
、
前
回
も
書

い
た
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
。
国

会
議
員
が
個
人
を
や
り
玉
に
挙
げ

た
う
え
、
生
活
保
護
全
般
へ
の
攻

撃
を
あ
お
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
情
報

番
組
や
週
刊
誌
の
多
く
も
そ
れ
に

乗
っ
か
り
、
無
責
任
な
出
演
者
の

放
言
を
垂
れ
流
し
た
。
ネ
ッ
ト
上

に
も
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
暴
言

が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

　
野
田
政
権
は
、
消
費
増
税
へ
の

合
意
を
自
公
両
党
か
ら
と
り
つ
け

る
過
程
で
、
社
会
保
障
の
充
実
ど

こ
ろ
か
、
抑
制
ば
か
り
の
法
案
を

こ
し
ら
え
、
強
行
成
立
を
図
っ
て

い
る
。
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
、
生

活
保
護
の
締
め
付
け
ま
で
付
則
に

潜
り
込
ま
せ
て
い
る
。

　
気
が
か
り
な
の
は
、
市
民
レ
ベ

ル
で
も
「
自
助
」
の
優
先
に
同
調

す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
だ
。

高
齢
者
や
社
会
保
障
を
受
け
る
人

々
を
「
お
荷
物
」
の
よ
う
に
み
な

す
政
治
や
メ
デ
ィ
ア
の
言
説
が
効

い
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
す
さ
ん
だ
風
潮
を
生
ん
だ
土
壌

の
一
つ
は
ネ
ッ
ト
だ
。「
２
ち
ゃ

ん
ね
る
」
な
ど
の
掲
示
板
は
昔
か

ら
差
別
、
暴
言
、
右
翼
排
外
主
義

の
書
き
込
み
だ
ら
け
だ
っ
た
が
、

ブ
ロ
グ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
個

人
の
情
報
発
信
が
た
や
す
く
な
っ

た
こ
と
で
拍
車
が
か
か
っ
た
。

　
差
別
・
暴
言
を
吐
く
人
た
ち
や

「
ネ
ト
ウ
ヨ
」
の
実
像
は
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
他
者
へ

の
や
さ
し
さ
を
持
た
な
い
人
た
ち

が
も
と
も
と
一
定
の
割
合
で
存
在

す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
匿
名
で

書
き
込
み
を
行
い
、
ほ
か
に
も
同

様
の
発
言
が
あ
る
の
を
見
る
と
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
。
背
景
に
は
閉

塞
感
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
社
会

的
弱
者
や
少
数
者
を
た
た
い
て
ス

ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る
の
は
「
い

じ
め
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
民
放
テ
レ
ビ
の
討
論
・
情
報
番

組
の
影
響
も
大
き
い
。
エ
キ
セ
ン

ト
リ
ッ
ク
な
物
言
い
で
も
、
素
人

タ
レ
ン
ト
の
思
い
つ
き
で
も
、
視

聴
率
が
取
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
番

組
運
営
が
、
公
共
の
場
で
の
暴
言

に
市
民
権
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。

　
政
治
家
も
そ
う
だ
。
暴
言
を
繰

り
返
し
て
き
た
石
原
慎
太
郎
・
東

京
都
知
事
、
品
の
な
い
言
葉
で

「
口
撃
」
を
続
け
る
橋
下
徹
・
大

阪
市
長
。
そ
の
手
法
を
ま
ね
、
明

ら
か
に
ネ
ッ
ト
を
意
識
し
て
生
活

保
護
攻
撃
や
排
外
主
義
を
扇
動
し

て
い
る
国
会
議
員
も
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
結
果
、
い
じ
め
的
な

暴
言
や
右
翼
排
外
主
義
は
ネ
ッ
ト

だ
け
で
な
く
、
現
実
世
界
に
あ
ふ

れ
出
て
き
た
。「
在
日
特
権
を
許

さ
な
い
市
民
の
会
」
の
よ
う
に
街

頭
活
動
や
企
業
・
団
体
へ
の
攻
撃

を
展
開
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

　
一
部
の
政
治
家
の
扇
動
と
そ
う

し
た
行
動
が
結
び
つ
け
ば
、
言
論

の
自
由
、
思
想
の
自
由
の
萎
縮
を

招
き
、
ま
さ
に
草
の
根
フ
ァ
ッ

シ
ョ
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
保
守
・
中
道
・
左
翼
を
問
わ

ず
、
良
識
あ
る
人
々
の
共
同
が
求

め
ら
れ
る
。
た
だ
し
組
織
中
心
の

従
来
型
の
運
動
の
限
界
も
目
に
見

え
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
を
舞
台
に

し
た
「
空
中
戦
」
を
含
め
、
無
党

派
・
無
組
織
の
人
々
を
「
人
間
を

大
事
に
す
る
社
会
づ
く
り
」
に
ど

う
や
っ
て
ひ
き
つ
け
る
か
。
本
気

で
考
え
な
い
と
危
な
い
。

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

弱
い
者
い
じ
め
社
会

が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

の

17

理
指
導
を
示
し
て
お
り
、
調
剤

報
酬
と
し
て
の
在
宅
患
者
訪
問

薬
剤
管
理
指
導
料
に
限
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
薬
局
側

の
算
定
が
、
薬
剤
師
に
よ
る
居

宅
療
養
管
理
指
導
費
で
あ
っ
て

も
、
診
療
情
報
提
供
書
で
訪
問

薬
剤
管
理
指
導
を
依
頼
し
た
場

合
は
、診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
）

は
算
定
で
き
ま
す
。

　
協
会
は
「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む

会
」
を
、
6
月
16
日
、
中
京
区

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
ル
・
ク
ラ

ブ
・
ジ
ャ
ズ
」
に
お
い
て
開

催
。
32
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
今
回
は
、
ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン

の
斉
藤
歌
奈
を
迎
え
、
ピ
ア
ノ

角
田
浩
、
ベ
ー
ス
衛
藤
修
治
、

ド
ラ
ム
東
敏
之
の
カ
ル
テ
ッ

ト
。「
メ
モ
リ
ー
・
オ
ブ
・

ユ
ー
」
を
は
じ
め
「
イ
パ
ネ
マ

の
娘
」「
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
」
と

い
っ
た
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
を
次
々

に
演
奏
、
ま
た
「
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
・
セ
レ
ナ
ー
デ
」
を
サ
ン
バ

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
演
奏
な
ど

ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
の
ク
ー
ル
な

の
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
初

夏
の
夜
遅
く
ま
で
、
ジ
ャ
ズ
で

交
流
し
た
。

響
き
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し

た
。
ア
ン
コ
ー
ル
に
は
「
Ａ

列
車
で
行
こ
う
」
が
演
奏
さ

れ
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

演
奏
に
引
き
続
い
て
、
参
加

者
も
楽
器
を
手
に
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
ボ
サ
ノ
バ

や
サ
ン
バ
で
盛
り
上
が
り
、

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
・

ボ
ー
カ
ル
の
ユ
ニ
ッ
ト
や
ピ

ア
ノ
ソ
ロ
、
ボ
ー
カ
ル
、
ギ

タ
ー
、
サ
ッ
ク
ス
、
フ
ル
ー

ト
を
交
え
た
多
彩
な
編
成
で

そ 

れ 

ぞ 

れ 

の 

事 

情

 

　
　 

内
部
告
発
す
る
者
・
さ
れ
る
者

詳細は 5 月のメディパック（ 5 月25日発送）に同封の案内パンフ
レット（黄色の冊子）をご覧下さい。
お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

保険料は
30%割引
でお得！

ゴルフをたしなむ会員・ご家族のみなさま

ゴルファー保険に
ご加入ですか

○保険期間　8 月 5 日（日）午後 4 時 から 1 年間
　　　　　　（中途での加入も可能）
○申込締切　7 月20日（金）
○会員のご家族も加入できます

◆ゴルフプレー中に他人に損害を与えた時
◆ゴルフプレー中にご自身がケガをした時
◆ゴルフ用品に事故があった時
◆ホールインワン・アルバトロスを達成した時、など

こんな時に補償されます！

演
奏
に
聴
き
入
る
参
加
者

参加者も楽器を手にセッション
多彩な演奏「ジャズを楽しむ会」
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日
　
時　
①
7
月
22
日（
日
）

午
後
1
時
か
ら
（
開
場
12
時
30

分
）
②
7
月
29
日
（
日
）
午
後

1
時
か
ら
（
開
場
12
時
30
分
）

　
内
　
容　
①
「
て
ん
か
ん
の

発
作
と
介
助
」　
川
崎
淳
氏

②
「
て
ん
か
ん
の
治
療
〜
小
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
〜
」
松
本
理

器
氏

　
場
　
所　
ひ
と
ま
ち
交
流
館

京
都

　
※
参
加
予
約
は
不
要

　
主
　
催　
社
）日
本
て
ん
か
ん

協
会
京
都
府
支
部（
☎
0
7
5・

8
2
2・7
8
8
1　
土
曜
日

午
後
1
時
か
ら
5
時
の
み
対
応
）

て
ん
か
ん
医
学
連
続
講
座

　
1
日
目
は
①
「
医
事
紛
争
か

ら
見
た
医
療
従
事
者
と
し
て
の

心
構
え
」
と
題
し
て
医
療
安
全

対
策
部
会
林
一
資
副
理
事
長
よ

り
、
②
「
知
っ
て
お
き
た
い
保

険
基
礎
知
識
（
請
求
留
意
事

項
）」
と
題
し
て
保
険
部
会
田

中
正
明
理
事
よ
り
解
説
し
た
。

ま
た
、
2
日
目
は
元
日
本
航
空

客
室
乗
務
員
茂
木
治
子
氏
よ
り

「
医
院
・
診
療
所
で
の
接
遇
マ

ナ
ー
研
修
・
初
級
編
」
を
講
習

し
た
。

　
以
下
は
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
に

参
加
者
し
た
方
の
参
加
記
で
あ

る
。

　
今
回
の
接
遇
研
修
に
参
加
し

て
、
今
ま
で
接
遇
に
空
間
と
い

う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
研
修
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
茂

木
先
生
か
ら
、
2
分
間
の
間
に

教
室
内
の
人
達
と
会
話
を
し
て

下
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
め

い
め
い
が
席
を
立
ち
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

会
話
を
終
え
た
あ
と
は
、
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
あ
の
静
け
さ

と
緊
張
感
の
あ
る
空
気
が
、
そ

れ
は
和
や
か
な
空
気
に
変
わ

り
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
笑
顔

が
残
っ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。あ
あ
、こ
れ
が
空
間
を
共
有

す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。
今
ま
で
人
と
話
す
時
も

笑
顔
で
話
し
か
け
、ま
た
、た
だ

話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
心
の

中
の
声
も
聴
い
て
い
た
の
か
、

こ
ち
ら
か
ら
訊
く
こ
と
を
し
て

あ
げ
て
い
た
の
か
、ど
れ
か
一
つ

欠
け
て
も
そ
の
瞬
間
に
空
気
が

壊
れ
そ
れ
を
取
り
戻
す
の
に
倍

以
上
の
時
間
が
必
要
な
こ
と
、

自
分
次
第
で
そ
の
場
の
空
気
を

良
く
も
悪
く
も
変

え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
を

教
わ
り
ま
し
た
。

　
自
分
が
変
わ
れ

ば
相
手
も
変
わ
る
。

　
日
常
生
活
で
も

こ
ち
ら
か
ら
積
極

的
に
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」「
お
疲

れ
さ
ま
で
す
」
等

々
、
こ
れ
ら
を
習

慣
づ
け
て
い
れ
ば

自
然
体
で
患
者
様

に
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
体
を
身

に
つ
け
た
上
で
接
遇
に
必
要
な

能
力
、
機
転
を
き
か
す
素
早
い

判
断
力
、
行
動
力
を
身
に
つ

け
、
当
院
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「
明
る
く
、
素
直
に
、
暖
か
く
」

を
常
に
忘
れ
ず
、
患
者
様
に

と
っ
て
最
良
の
サ
ー
ビ
ス
を
心

が
け
、
病
院
に
来
ら
れ
て
か
ら

診
療
を
終
え
て
帰
ら
れ
る
ま

で
、
居
心
地
の
良
い
空
間
に
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
今
日
の
研
修
の
感
想

文
を
1
人
だ
け
お
願
い
し
ま
す

と
言
わ
れ
、
先
生
の
強
烈
な
ア

イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
受
け
て
手
を

挙
げ
ま
し
た
。や
れ
ば
で
き
る
、

自
分
を
変
え
る
た
め
に
も
挑
戦

し
て
下
さ
い
と
背
中
を
押
さ

れ
、
帰
り
道
な
ぜ
か
テ
ン
シ
ョ

ン
の
高
い
自
分
が
い
ま
し
た
。

　
私
を
変
え
て
下
さ
っ
た
茂
木

先
生
、
そ
し
て
こ
の
研
修
に
行

か
せ
て
下
さ
っ
た
病
院
関
係
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ほ
う
ゆ
う
病
院
　
福
味 

多
栄
子

新しく医療機関に勤められた方
の た め の 研 修 会 開 く

マナー研修楽しく学ぶ

　
西
京
・
乙
訓
医
師
会
選
出

の
代
議
員
・
予
備
代
議
員
に

欠
員
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
京
都
府
保
険
医
協

会
選
挙
規
定
第
32
条
1
項
に

よ
り
、
代
議
員
・
予
備
代
議

員
の
補
欠
選
挙
の
公
示
を
行

い
ま
す
。

〈
西
京
〉
代
議
員
5
人
、
予

備
代
議
員
3
人

〈
乙
訓
〉
代
議
員
3
人
、
予

備
代
議
員
5
人

　
▽
公
　
示
＝
7
月
5
日

（
木
）

　
▽
立
候
補
締
切
日
時
＝
7

月
10
日
（
火
）
午
後
4
時

　

▽
任
　
期
＝
2
0
1
3

年
4
月
30
日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
の
公
示

西
京

乙
訓

空
間
を
共
有
す
る
こ
と

　
協
会
は
、
楽
し
く
・
わ
か
り
や
す
く
・
た
め
に
な
る
と
、

毎
回
多
く
の
参
加
者
か
ら
好
評
を
え
て
い
る
「
新
し
く
医
療

機
関
に
勤
め
ら
れ
た
方
の
た
め
の
研
修
会
」
を
5
月
15
日
、

17
日
の
2
回
に
わ
た
り
開
催
。
の
べ
97
人
が
参
加
し
た
。

　
日
　
時　
9
月
1
日
（
土
）

午
後
3
時
30
分
〜
6
時

　
場
　
所　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

ン
セ
ス
京
都
3
Ｆ「
ロ
ー
ズ
Ａ
」

　
特
別
講
演　
①
「
狭
心
症
Ａ

Ｂ
Ｃ
」
野
原
隆
司
氏
（
公
益
財

団
法
人
田
附
興
風
会
医
学
研
究

所　
北
野
病
院
副
院
長
）

　
②
「
腹
部
超
音
波
検
査
の
実

際
―
肝
の
超
音
波
診
断
を
中
心

に
―
」
朝
井
均
氏
（
大
阪
教
育

大
学
名
誉
教
授　
介
護
老
人
保

健
施
設
「
春
風
」
施
設
長
）

　
共
　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会（
連
絡
先
：
☎
0
7
5
・
9

5
1
・
1
5
0
8　

鈴
木
医

院
）、
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
株
式

会
社

　
※
会
員
以
外
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
当
日
会

費
1
0
0
0
円
、情
報
交
換
会

費
2
0
0
0
円（
当
会
入
会
金

1
0
0
0
円
、年
会
費
不
要
）。

京
都
実
地
医
家
の
会

第
99
回
例
会

　
詩
集
「
交
替
詩
派
詩
集
」
は

同
人
誌
「
交
替
詩
派
」
の
仲
間

が
一
編
ず
つ
作
品
を
持
ち
よ
り

発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
ぼ
く
の
最
も
早
い
時
期
の

作
品
で
平
成
16
年
、
土
曜
美
術

社
出
版
の
「
新
日
本
現
代
詩
文

庫　
29
」
の
冒
頭
近
く
に
載
せ

て
い
る
。
読
み
直
し
て
み
る

と
、
い
さ
さ
か
長
い
の
で
冒
頭

近
く
を
載
せ
て
み
る
。

港
の
あ
る
街
に
て

　
銭
荘
の
家
屋
の
背
後
に
、
白

い
四
角
形
の
庭
が
あ
っ
た
。
そ

の
庭
を
見
下
ろ
す
小
高
い
丘
。

そ
の
一
側
は
海
に
面
し
て
い

た
。
薄
暮
。
ぼ
く
は
微
熱
の
身

体
を
運
び
、
船
窓
の
よ
う
な
木

々
の
間
か
ら
、
銀バ

ン
カ
ー

行
員
た
ち
の

退
社
を
見
守
る
の
だ
っ
た
。
そ

の
頃
、
ぼ
く
は
あ
る
私
立
病
院

の
玄
関
番
で
居
候
だ
っ
た
。
ぼ

く
に
は
金
が
な
く
、
恋
人
が
な

く
、
最
も
悪
い
こ
と
に
意
志
が

な
か
っ
た
。

　
そ
の
詩
は
岸
家
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
頃
の
作
品
で
い
ま

読
み
返
す
と
、
何
だ
か
1
人
置

か
れ
た
よ
う
な
、
流
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
思
い
を
歌
っ
て
い

る
。
口
大
野
村
で
は
病
後
の
母

が
1
人
つ
く
ね
ん
と
待
っ
て
い

て
、
ぼ
く
が
医
師
の
資
格
を
取

る
の
を
た
だ
ひ
た
す
ら
に
見

守
っ
て
い
て
く
れ
た
。
詩
の
内

容
は
か
な
り
意
識
的
で
変
え
ら

れ
て
い
る
。
岸
家
の
近
く
に
京

都
銀
行
の
支
店
が
あ
っ
た
の
は

事
実
で
あ
る
。
今
で
も
あ
る
か

ど
う
か
は
知
ら
な
い
。
銭
荘
と

は
金
融
機
関
の
こ
と
で
ち
ょ
っ

と
気
取
っ
て
使
っ
た
も
の
だ
。

金
、
恋
人
、
意
志
が
な
か
っ
た

と
は
、
苦
し
い
中
で
の
青
春
の

誇
り
で
あ
る
。
作
品
の
末
尾
に

近
く
、
犬
に
吠
え
ら
れ
た
り
し

た
。
と
書
い
て
い
る
が
、
人
か

ら
攻
撃
さ
れ
た
と
の
意
で
、
白

い
四
角
形
の
庭
は
ぼ
く
の
心
象

風
景
で
あ
る
。

　
国
立
舞
鶴
病
院
で
右
肺
鎖
骨

下
に
病
巣
を
発
見
さ
れ
た
の
は

昭
和
24
年
夏
頃
の
こ
と
だ
ろ

う
。
当
時
の
結
核
治
療
は
ス

ト
・
マ
イ
と
パ
ス
が
発
見
さ
れ

た
頃
で
、
そ
の
他
で
は
気
胸
療

法
が
最
盛
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ

た
時
代
だ
っ
た
。
長
姉
千
代
子

も
結
核
で
死
亡
し
た
が
、
発
見

さ
れ
た
と
き
、
京
都
府
立
医
大

を
受
診
し
た
が
、
当
時
最
新
式

の
気
胸
療
法
は
癒
着
が
強
く
利

用
で
き
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
父
母
か
ら
の
話
で
、
当
時

母
の
た
め
、
い
や
、
い
さ
さ
か

で
も
食
事
を
す
る
た
め
、
土
曜

日
の
午
後
か
ら
は
必
ず
口
大
野

村
に
帰
る
の
が
常
だ
っ
た
。
夏

の
日
の
某
日
、
土
曜
日
の
夕

刻
、
ぼ
く
は
ふ
ら
ふ
ら
と
丹
後

由
良
駅
で
下
車
を
し
、
汽
車
の

方
向
と
は
逆
に
歩
い
て
行
っ

た
。
小
雨
が
降
っ
て
い
た
か
ど

う
か
は
覚
え
て
い
な
い
。
夕
日

が
照
っ
て
い
た
か
も
わ
か
ら
な

い
。
と
に
か
く
駅
か
ら
離
れ
て

歩
い
て
行
っ
た
。
由
良
川
の
堤

防
に
上
が
り
、
そ
の
時
ぼ
く
は

は
っ
き
り
と
し
た
意
識
が
な

か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。
川
の

濁
流
は
す
さ
ま
じ
く
水
量
が
多

く
、
ど
く
ど
く
と
い
っ
た
形
に

流
れ
て
い
た
。
ぼ
く
は
水
を
眺

め
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
と

き
、
重
ね
て
意
識
な
る
も
の
は

な
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
。
い
く

ば
く
の
時
間
が
過
ぎ
た
か
わ
か

ら
な
い
が
、
ぼ
く
は
駅
へ
の
通

を
と
っ
て
返
し
た
。
今
の
齢
に

な
っ
て
も
、
そ
の
時
の
自
分
の

気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ

茶
い
ろ
の
水
が
渦
巻
い
て
い

た
。
オ
セ
ン
チ
で
恥
ず
か
し
い

と
い
う
思
い
は
今
で
も
残
っ
て

い
る
。
人
に
は
言
え
な
い
追
憶

で
あ
る
。
だ
が
、
書
き
残
し
て

お
き
た
い
と
思
う
。

　
少
し
後
に
な
る
が
、
三
島
由

紀
夫
が
小
説
「
金
閣
寺
」
の
取

材
に
関
連
し
て
丹
後
由
良
駅
で

下
車
し
、
駅
前
の
旅
館
に
1
泊

し
た
。
そ
の
家
が
今
で
も
残
っ

て
い
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。

河

谷口　謙（北丹） 　  ＜17＞

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
の
よ
う
す

投稿募集投稿募
会員の

特集号号への

銷 夏

　
会
員
か
ら
の
随
筆
等
１
０

０
０
字
程
度
で
の
投
稿
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
締
切
は
7
月
11
日
。
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